社会福祉法人八王子市社会福祉協議会
八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成金交付要領
　　　　　　　（令和2年8月12日　制　定）　　

（目的）
第１条　この要領は社会福祉法人八王子市社会福祉協議会社会福祉団体等助成金交付要綱に基づき実施される、八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成金に関し、必要な事項を定めることで、適正な事業遂行を行うことを目的とする。
（助成対象組織）
第2条　この助成金の助成対象となる組織は、下記のいずれにも該当する地域住民が主体的に活動する自治会、地域住民協議会、市内小中学校、福祉関係団体、ボランティアグループ、市民活動団体等とする。
（１）概ね１０人以上が活動に参加しているもの
（２）地域や団体の課題に応じた活動を展開し、事業成果が見込めること
（３）現在の活動を継続的に展開、あるいは今後継続性や活動の拡充があると見込まれる事業を実施するもの
（４）自己資金を充当していること　
（５）事業の実施に必要な資金の確保が困難であること
（助成対象分野）

第3条　助成金を交付する助成対象事業の分野は、八王子・高尾・南大沢遊技場組合（以下、遊技場組合）と社会福祉法人八王子市社会福祉協議会（以下、本会）が協議して決定する。

（助成対象にならない事業）

第4条　次の事業は、助成対象事業としない。

（１）国又は地方公共団体の補助制度が設けられている事業。

（２）同様の助成を他から受けている、あるいは受ける予定がある事業

（３）営利を目的とする事業

（４）調査研究が主である事業

（５）自ら主催実施しない事業

（助成対象費用）

第5条　助成対象費用は、助成事業の実施に必要な経費とする。ただし、以下は除く。

	助成対象外経費：
・アルコール代　・食事代（弁当代、茶菓子代を含む）　・光熱水費（電気代、水道代、ガス代など）　・申請団体の関係者への謝礼　・娯楽施設（遊園地など）への入場料　・特定の個人に対する贈答品（誕生日プレゼント、敬老記念品など）　・高額な謝礼金　・備品購入に係る税金（除く消費税）・保険料等の諸経費
※上記以外にも助成金の趣旨に沿わないと判断される経費は、対象外となる場合があります。


（助成対象金額の限度）

第6条　１事業あたりの助成額は、50万円を限度とし、かつ、事業総額の87.5%未満とする。助成金の総額は、前年度寄付金の総額1/2を限度とし、年度の当初予算計上額とする。なお、決定時の助成金額は、原則として、1万円未満切り捨てとする。
（助成対象事業の選定方法）

第7条　助成対象事業の選定は、社会福祉法人八王子市社会福祉協議会の会長、副会長及び常務理事による選定委員会において決定する。助成事業として決定した場合は、各団体に通知し所定の手続きにより助成金を交付する。
（助成対象事業の応募方法）
第8条　助成対象事業の応募等については次による。

（１）本会広報媒体で公募する。募集期間は、１箇月とし、この期間内に応募した事業を選定対象事業とする。

（２）応募は１団体１事業とする。

（３）この要領により助成を受けた事業の助成継続は最大3年間とする。

（４）応募方法に関しては社会福祉法人八王子市社会福祉協議会社会福祉団体等助成金交付要綱に基づく。
（５）応募された団体については、選定委員会においてヒアリングをする場合がある。
（その他の条件）
第9条　助成を受ける組織は、実施する事業が「八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成事業」であることを、次に掲げる方法等により周知する。
（１）講演会等の開催の場合には、開催を広く周知するための案内チラシ等に「八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成事業」と表記すること
（２）購入した機器等には、「八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成」と表記すること
（３）組織の発行する広報等で「八王子・高尾・南大沢遊技場組合から助成を受けたこと」を報告すること
２　助成を受けた組織の事業内容等については、遊技場組合や本会が助成事業拡充のためのチラシや広報等に公表できるものとする。
第10条　次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付決定の全部または一部を取り消し、もしくは既に交付した助成金の全部または一部を返還させることができる。
（１）助成金を目的外に使用したとき
（２）この基準に違反したとき


（３）当初の事業予算計画に対して、助成金交付額の余剰が発生した場合
（委任）

第11条　その他協議が必要な事項が発生した際は、会長が決定する。
（施行期日）

この要領は、令和2年8月12日から施行する。
